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愛知県清洲城下町遺跡における地震痕の発見とその意義

森　勇一 *・鈴木正貴 *
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 at the Site of Kiyosu Jyokamachi, Aichi Prefecture, Japan

      Yuichi MORI and Masataka SUZUKI

I　はじめに

日本は世界でも有数の地震国として知られる。そ

のため，地震に伴う地変の記録が遺跡中に残されて

いることも少なくない。地震の記録は，台地上では

断層や地割れ，家屋の倒壊・焼失といった痕跡とし

て残る。一方，沖積低地では地盤の液状化（流砂現

象)，それに伴う噴砂・噴泥，および家屋の陥没・

倒壊の跡などとして記録される。

日本全国で年間数千件にも及ぶ遺跡の発掘が行わ

れながら，地割れや地震に伴う異常堆積（その多く

は地盤液状化による)，および地震が原因となって

発生したと推定される建造物の倒壊や焼失について

の記録は，これまでほとんど注意を払われることな

く見過ごされてきた。こうした状況のなか　寒川は

地震学と考古学との接点ともいうべき研究分野に取

り組み，近畿地方を中心に多くの興味深い事実を明

らかにしてきた（寒川ほか：1987,寒川：1988a，

など）が，他地域ではあまり研究事例はなかった。

室町時代後期から江戸時代初期にかけての遺跡と

*愛知県埋蔵文化財センター

して知られる愛知県清洲城下町遺跡から，このほど

明瞭な地震の痕跡が発見されたので，その概要と意

義について述べる。

II　清洲城下町遺跡について

清洲城下町遺跡は，濃尾平野を流れる庄内川水系

五条川が形成した自然堤防およびその後背湿地に立

地する（第 1図)。遺跡の標高は約 5mである。織

田信長ゆかりの清洲城を中心に ,　西春日井郡清洲町

の全域に広がり，室町時代後期から江戸時代初期ま

第 1図　清洲城下町遺跡の位置（黒丸印)
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での城下町を中心とする遺跡である（第 2図)。城

下町期の遺構は最大層厚 1mに及ぶ整地層を境に，

前期・後期に区分され，前期から後期への移行は信

長の次男織田信雄が入城して大改修を実施したとさ

れる 1 5 8 6 年が考えられる。城下町期の終末は，

1 6 1 0 年に清洲城が名古屋に移転する，いわゆる

「清洲越し」が想定される。

また，城下町期の遺構を廃絶・整地したのち，江

戸時代以降の清洲宿場町の遺構群が存在する。とこ

ろによっては ,　下位層準にも，首境時代から中世ま

での遺構が存在し，この地域にはかなり以前から人々

が生活を営んでいたと考えられる。

今回，地震の痕が発見されたのは，昭和 63年度

第 2図　清洲城の堀の復元図と調査地点
掘の復元は金原（1986）による．

　　　 図中のA～Cは調査地点．

に実施された五条川河川改修（調査地点 Aおよび

C)，県道拡幅（調査地点B）に伴う 3発掘区である。

III　　地震に伴う地盤液状化の痕跡

1）調査地点A（IKJT63C区，第 3図）

ここでは，城下町期後期の清洲城の中堀が検出さ

れた。その時期の遺構埋土から天目茶碗などの陶器

類が出土した。

ここでの地震の痕跡は，新・旧二時期のものが発

見された。新期のものは，平面的には少なくとも 8

本の地割れの痕として観察される。地割れの方向に

は規則性があり，とくに走向N30°W，長さ約 7～

8m，幅 2 ～ 6cm で，それぞれ約 1 .2m の間隔を

おいて並走する 3本の地割れは発掘区北西部の半分

の区域（約 300 ㎡)で追跡される。発掘区北側の

中央部に城下町期後期に掘削されたと推定される井

戸Aがあり，その井戸の付近ではとくに地割れ（亀

裂）の密度が濃くなる。そして，地割れは井戸の周

囲をめぐるように不規則なカープを描いて分布する。

地割れは全体にほぼ垂直か，やや南西側に傾斜し ,

第 3図　調査地点Aにおける遺構図と主な噴砂の

               位置（1～ 7）
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割れ目の内部は淘汰の良い細～中粒砂で充填される。

地割れ部分を地層断面で見ると，幅 5～ 25cm，

高さ 1 m を超える噴砂の痕であることがわかる

（第 5～ 8図)。噴砂は確認できたものだけでも 11

本，遺跡の基盤層を構成する細～中粒砂届から，上

位の砂質シルトを引き裂いて貫いている様子が観察

される（第 5～ 8図)。噴砂の上限は発掘の過程で

削平され，観察することばできない。

噴砂の形態は，地割れに直交する断面図ではほと

んどが下部で狭く，上部で広いクサビ形を呈し，そ

の幅は一本の噴妙においても，ところによって変化

する。なかには分岐したものや著しく蛇行するもの

も見られる。砂の粒度組成は中粒～細粒で，淘汰が

良い。そして，上部にいくにつれてやや細粒になる。

噴砂以外にも，青灰色のシルトないし泥層が上位

の地層中にラコリス状に貫入しているところが各所

に見られた。これは地震に伴って水を多量に含んだ

第 4図　天正地震と推定される噴砂の痕（北側壁面）

　　　　1，2は噴砂の痕．Aは 16世紀末の整地層，Bは 16世紀前半の遺物を含む包含層，

　　　　Cは基盤の砂層（時期不明)．矢印は地震時における地表面と推定される．

第 5図　濃尾地震の地震痕（噴砂 4）

点紋郡は噴砂の痕，白ヌキ

部分は 16世紀末の整地層．
（北側壁面）
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シルトや泥が流動化し，上位の地層を押し上げたも

のであると推定される。

旧期の噴砂の痕は，上限を被覆する地層が観察で

きるので，大変興味深い。第 4図の噴砂 1では，上

第 6図　濃尾地震の地震痕（噴砂 5）
点紋部は噴砂および基盤砂

　　　   層，白ヌキ部分は 16世紀末
　　　   の整地層．（北側壁面）

第 7図 　濃尾地震の地震痕（噴砂 6）
  説明は第 5図に同じ，（西側
  壁面）

第 8図　濃尾地震の地震痕（噴砂 7）
説明は第 6図に同じ，（トレ

　　　　ンチ南側壁面）

位の砂層 Cで液状化が起こらずそれを貫いて，下

位の砂が噴出している。矢印の位置は当時の地表面，

地層 Aは出土遺物および土層の観察結果から，16

世紀末の整地層であると考えられる。噴砂を形成し

た地割れの走向は N20°Wで，傾斜はほぼ垂直を

示した。

また，発掘区の北東部の凹地には，下位の基盤層

から供給されたと推定される縦 5 .0m，横 3 .5m，

厚さ 0.7mのレンズ状の厚い砂の堆積（第 3図の噴

砂丘 3）が見られた。砂層の下位の凹地状の土層か

ら城下町期前期の遺物が，また砂層を削りこんだ溝

中の土から城下町期後期の遺物が出土していること

から，噴砂の時期は噴砂 1同様旧期のものと考えら
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れる。ここでは，明瞭な噴砂ロを発見するには至ら

なかった。

2 ）調査地点 B （ I K J M 6 3 R ，第 2 図の B ）

　基盤層の上に，14世紀の遺物を含む地層（砂質

シルト）の堆積が見られる。それを貫く明瞭な噴砂

の痕が 5～ 6本（大きく見れば，IV30°E系の地割

れ列とそれと直交する 1本の計 2本とみなすことも

できる）発見された。

噴砂に伴う地割れの平均的な走向はおおむね

N20°～ 40°E，傾斜は垂直ないし 80°西落ちであ

る。

噴砂の幅は平均 5～ 8cm，最大幅は 13cmに達

するところがある。噴妙に伴う地割れの長さは，確

認できたもので最長 11m。吹き上げた噴砂の高さ

は，少なくとも 2m を超える。現在までの調査結

果から，これらの噴砂の頂部は，城下町期後期（16

世紀末）の遺構埋土で被覆されている事実が確認さ

れた。

ほかに 3ヵ所で小規模な噴砂丘．(最大長径 90cm）

がみられた。

3）調査地点C（IKJH63N，第 2図のC）

　奈良時代の住居跡が検出され，須恵器・土師器の

甕が出土した。その上部は，現代の攪乱層によって

完全に壊され，奈良時代以降の遺跡の状況および地

層は確認できない。

地割れおよび噴砂は，これら奈良時代の包含層を

貫いて連続する。確認された地割れの数は微小なも

のも含め全部で 21本，その走向はNl0°～ 20°W

で，傾斜はほば垂直であった。幅は広いものでも

4cm 程度，ほとんどは 2cm 以下のものばかりで

あった。

IV　液状化をもたらした地震の考察と考古学的意義

1）液状化をもたらした地震の考察

「新編日本被害地震総覧」（宇佐美：1987）およ

び「新収日本地震史料」（東京大学地震研究所編：

1982，1984）をもとに，この地域の地層に液状化を

もたらした可能性のある地震を選び出してみると，

東南海（1944年：昭和 19年)・濃尾（1891年：明

治 24年)・天正（1586年：天正 13年）および明応

（1498年：明応 7年）の四つの地震が考えられる。

ほかに可能性のある地震として，安政東海（1854

年：安政元年)・宝永（1707年：宝永 4年）の二地

震があげられるが，震央距離や震害の程度を考慮に

入れるとその可能性は前記四地震より小さいといえ

る。

津島高校流砂現象研究グループ（1981）は，東南

海地震の地盤液状化の証言記録を ,　津島市を中心に

海部郡南西部一帯で集めて，報告している。このた

び清洲町・甚目寺町・新川町周辺の住民約 150人を

対象に，東南海地震時における地盤液状化にちいて

の聞き取り調査を実施した。しかし，噴砂や液状化

があったという証言は得られなかった。また，文献

資料からも噴砂や液状化の発生記録はなく，東南海

地震である可能性は乏しい。残る五地震のどれにあ

たるかは検討を要するところであるが，以下に記し

た考古遺物や土層の堆積状況および地震学的な事実

をふまえ，新規のものは濃尾地震，旧期のものは天

正地震のときに発生した地変の記録であると推定す

ることができる。

新期の地割れは，①城下町期後期（16世紀後半）

に掘削された井戸をめぐるように取りまいていて，

それに伴う噴砂が城下町期後期の整地層を貫いてい

ること，②しかも，噴砂が相当大規模であり，地割

れの方向が N30°Wを示して，濃尾地震を引き起

こした根尾谷断層延長部の活断層（岡田：1979の

「一宮線」）上に位置していることなどから濃尾地震

時の地震痕と推定した。

また，旧期の噴砂は，①調査地点 Aの井戸の壁

で，城下町期後期の整地層（16世紀末）に速やか

におおわれていること（織田信雄による地震直後の
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大改修とも考えられ )，②地下水位の低い時期

（冬季）に噴出した可能性があること，③および発

掘区の北東部で見られた噴砂丘の下位から城下町期

前期（16世紀前半）の遺物，上位の地層から城下

町期後期の遺物が出土していること，などから考え

て，地震の発生時期を 16世紀前半から 16世紀末ま

での間と限定することができるので，天正地震に伴

う地変の記録である可能性がきわめて高い。

2）濃尾地震と天正地震

濃尾地震は，宇佐美（1987）によれば，1891年

（明治 24年）10月 28日午前 6時 38分 50秒に発生

し，仙台以北を除く日本全国に震動を与えた。この

地震によって，東海・北陸．近畿東部，とくに濃尾

平野から岐阜県北西部にかけての地域では記録的な

大災害を蒙った。マグニチュードは 8.0程度と推定

され，死者 7,273人，負傷者 17,175人，全壊家屋

142，177戸に達したといわれる（宇佐美：1987)。

濃尾地震による噴砂および地盤の液状化について

は，栗林ら（1974）によれば，“愛知郡，織豊村

（現中村区）…噴水，噴砂の個所は，千有余ケ所，

枚挙のいとまなし”また，“西春日井郡・・・噴水，噴

砂は，猛勢であり西枇杷島町のある井戸は，6～ 7

尺以上も噴砂し，屋上に砂がたまった”という。

飯田（1978）によれば，“下ノー色村（現中川区）

では井水悉く泥水，砂水を噴き上げ砂泥 1.5mくら

い噴出の個所多く，また亀裂は長さ約 200m，巾約

1.8m，深さ 15m ほどのものができた”といわれ

る。また岡田（1979）は，“愛知・岐阜県下の激震

地域では至る所で噴砂が認められた”と述べている。

このため，濃尾地震に伴う噴砂・噴泥はかなり大規

模なものであったと推定される。

飯田（1987）によれば，天正地震は 1586年 1月

18日午後 10時頃（天正 13年 11月 29日亥刻）に

発生し，近畿・東海・北陸一帯の広い範囲に大被害

をもたらした。マグニチュードは 8．2。この地震で

長島・亀山・桑名・大垣・長浜の諸城が倒壊し，

岡崎城も大破した。帰雲城・木船城など埋没，ほ

かにも損壊した城多数。倒壊した家屋や寺社は約

14.500，死者 9.000人に達したといわれる。天正地

震の震源には諸説あるが，飯田（1979，1981，1987）

は多くの文献資料や津波被害等を検討した結果，震

源の位置を伊勢湾と推定した。織田信雄の居城の一

つ長島城（桑名郡長島町）は地震に伴う地盤の液状

化によって崩壊し，その直後に 3m 余の津波に襲

われたという。天正地震の震度は，清洲付近でもVI

～VIIに達したとされる。これらのことから，記録に

残る織田信雄による清洲城の大改修は，天正地震を

契機に実施された可能性が高い。

3）天正地震の噴砂記録発見の意義

天正地震は多くの文献資料に登場しながら，震源

の位置やその規模など定かでなかった。この地震の

噴砂の記録が地層中から発見され，考古遺物や詳細

な土層観察の結果から，天正地震であることが明確

になれば，その結果もたらされる情報は多い。

地震学的には，噴砂の程度や地割れの方向および

地変の大きさなどから，天正地震の震源や震度の推

定に役立てることができる。また，考古学的には清

洲町一帯の城下町期の編年に明瞭な時間軸を提供で

きるばかりでなくこの地震の被害が広範囲に及んで

いればいるほど，それだけ広い地域の地層に残され

ている可能性があり，地震痕およびそれを記録した

地層はそれ自体，新しい時代のカギ層として利用で

きるようになるかもしれない。

謝　辞

本報告をまとめるにあたり，名古屋大学名誉教授

飯田汲事および愛知県立大学教授岡田篤正・通産省

工業技術院地質調査所寒川　旭の三氏には，天正地

震や地盤の液状化について，現場での指導を含め，

大変有益な助言をいただいた。合わせて岡田篤正氏

には粗稿の校閲をお願いした。

また，愛知県塩蔵文化財センターの水谷朋和主査



69

をはじめ，川井啓介・日比　辛．飴谷　一・伊藤隆

彦の諸氏には，現地調査にあたってお世話になった。

これらの方々に心より御礼申し上げる。

　　　　　　　　　　　（受付 1989年 3月 24日）

文　献

飯田汲事（1978）：濃尾地震文献目録．名古屋市防

　災会議地震対策専門委員会，136p.

飯田汲事（1979）：明応地震・天正地震・宝永地震・

　安政地震の震害と震度分布 .　愛知県防災会議地震

　部会，109p．

飯田汲事（1980）：天正地震（1586）・明応地震

　（1498）の地震と津波災害について．自然災害資

　料解析，7，170～ 182．

飯田汲事（1981）：愛知県被害津波史．愛知県防災

　会議地震部会，119p．

飯田汲事（1987）：『天正大地震誌』名古屋大学出版

　会，552p．

井関弘太郎（1978）：沖積層の分布と液状化現象，

　愛知県の地質・地盤（その 3)．愛知県防災会議

　地震部会，78p．

伊藤重信（1978）：『長島町誌（上巻）』長島町教育

　委員会　523p．

金原　宏（1986）：清洲城下町の堀の復元．愛知県

　埋蔵文化財センター年報（昭和 60年度版)，32

　～ 40．

栗林栄一・龍岡文夫・吉田精一（1974）：明治以降

　の本邦の地盤液状化履歴 .土木研究所彙報，30，

　建設省土木研究前 ,181p．

森　勇一・佐藤　治（1988）：骨と地震と．埋蔵文

　化財愛知，15，愛知県埋蔵文化財センター，2～

　4．

岡田篤正（1979）：愛知県の地質・地盤（その 4）―

　愛知県と周辺地域における活断層と歴史地震―．

　愛知県防災会議地震部会，122p．および付図．

寒川　旭・佃　栄吉・葛原秀雄（1987）：滋賀県高

　島郡今津町の北仰西海道遺跡において認められた

　地震跡．地質ニュース，390，13～ 17．

寒川　旭・岩松　保・黒坪一樹（1987）：京都府木

　津川河床遺跡において認められた地震跡 . 地震，

　40，575～ 583．

寒川　旭（1988a)：考古学の研究対象に認められ

　る地震の痕跡 .　古代学研究，116，1～ 16．

寒川　旭（1988b）：地震考古学の提唱．日本文化

　財科学会会報 ,16，19～ 26．

鈴木正貴ほか（1988）：清洲城下町遺跡 .　愛知県埋

　蔵文化財センター年報（昭和 62 年度版)，6 ～

　19．

東京大学地震研究所編（1982～ 1984）：『新収日本

　地震史料　第 1巻～ 5巻』日本電気協会

津島高校流砂現象研究グループ（1981）：濃尾平野

　南西部における流砂現象について一東南海・三河

　地震時における取材結果と将来予測一．濃尾平野

　の総合的研究（第 1集)，津島地学研究会，9～

　35．

梅本博志（1986)：清洲城下町遺跡，愛知県埋蔵文

　化財センター年報（昭和 60年度版)，10～ 13．

宇佐美龍夫（1987)：『新編日本被害地震総覧』東京

　大学出版会．437p．



70



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


